
謹

賀

新

年
古
ヶ
崎
一
丁
目
か
ら
松
戸
方
面
を
望
む
（
手
前
は
六
間
川
）

徳
川
昭
武
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
大
賞
受
賞

い
つ
ま
で
も
残
し
た

い
我
が
ま
ち
の
風
景

ふ
る
さ
と
の
ぎ
ょ
う
こ
う

「

故

郷

の

暁

光

」

今
西

暢
之

さ
ん
撮
影

川 井 敏 久

市 長

小 沢　 暁 民

市議会議長

新
年
、
明

け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

。

市
民

の
皆
様

に
は
、
希
望

に
満
ち

た
輝

か
し

い
新

春
を
お
迎
え

の
こ

と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年

は
、
市
民

の
皆
様

を
は
じ

め
各
方
面

か
ら

の
力

強

い
ご
支
援
と

温

か

い
ご
厚

情
を

賜
り
、
再

び
松
戸
市

政
を

担
当

さ
せ

て

い
た

だ
く
こ
と

が

で
き
ま

し
た

。
市

民
の
皆

様
の
市
政

に
対
す

る
熱

い
期

待
に
、

責
任

の
重

さ
を
改

め
て

痛
感

い
た
し

て
お
り
ま

す
。
同

じ
く
昨
年

、
新

た
に
選
出

さ

れ
た
市

議
会

議
員

の
皆
様

と
と
も

に
、
本
市

の
さ
ら

な
る
発

展
に
努

め
て

参

る
所
存

で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
で
は
、
一
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
新
総

合
計
画
が
、
「
住
ん
で
よ
い
ま
ち
・
訪
ね
て
よ
い
ま
ち
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
木
年
は
こ
の
計
画
の
二
年
次
目
に
あ

た

る
わ
け
で

ご
ざ

い
ま

す
が
、
長
引

く
景

気
の
低
迷

に
よ
り

、
本
市

の
財

政
状
況

は
厳
し

い
も
の
と
な

っ
て

お
り

ま
す

。

私

は
、
今

後
、
様

々
な
施
策
を
断

行
す

る
こ

と
に

よ
り
、

。
刻

も
早
く

財

政
の
弾
力

性
を
取
り
戻

し
、
こ

の
計
画

を
着
実

に
推
進
し

て

い
か
な
け

れ

ば
と

、
意
を

新
た
に

い
た
し
て

お
り
ま
す

。
そ
し
て

、

引

き
続

き

、
市
民

の

皆
様

と
手

を

携
え

、
「
次

代
を

担

う
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
・
緑
花
清
流
に
よ
る
松
戸

の
創
生

」
に
全
力

を
傾
注
し

て
参

る
所

存
で

ご
ざ

い
ま

す

。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し

て
も
、
変

わ
ら

ぬ
ご
支

援
を

賜
り

ま
す
よ
う

お
願

い
申
し
上

げ
ま
す

。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す

。

平

成
1
1
1
1

一
年

の
年

頭

に

当

た
り

松
戸

市

議

会
を

代

表

し

、
謹
ん
で

新
年

の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す

。

昨
年

、
市

制
施
行
五

十
五

周
年

の
節
目

の
年

を
迎
え

た
松
戸
市

は
、
人
口
四

十
六
万

有
余
名

を
抱
え

る
中
核

都
市
と
し

て
発

展
し
て

参
り
ま
し

た

。
ま
た
、
西
暦

二

〇
二

〇
年

を
目

標
年

次

に
、「
住

ん
で

よ

い
ま

ち

・

訪
ね
て
よ
い
ま
ち
」
を
基
本
方
針
と
し
た
新
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ

た
と
こ

ろ
で

す
。

昨
今

、
経
済

の
低

迷
は
益

々
深
刻
化
し

、
自

治
体
の
財

政
状
況

も
か

つ

て
な

い
ほ
ど

の
厳
し

い
状
況

に
あ
り

な
が
ら
、
地

方
分
権

、
高
齢

化
、
高

度
情
報
化
な
ど
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
、
今
こ
そ
行
政
と
市
民
は
一
体
と

な
っ
て
新
し

い
時
代
に
向
け

で
邁
進
し
な

け
れ

ば
な
り

ま
せ
ん

。

こ

の
よ
う

な
中

、
私
ど

も
市

議
会

議
員
は
昨
年

の
選
挙

に
お

い
て
皆
様

方
の
ご
信
託
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
同
そ
の
使
命
の
重
大
さ
を
充
分
認

識
し
、
今
日

の
社

会
情
勢

を
踏
ま
え

、
皆
様
と

と
も
に
、

市
民
一

人
ひ

と

り

の
幸

せ
を
願

い
、
精
一
杯

努
力
し

て
参

る
所

存
で
あ
り

ま
す

。
今
後

と

も
皆
様

の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す

よ
う

お
願

い
申
し
上

げ
ま
す

。

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
清
栄
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年

の
ご
あ

い
さ

つ
と

い
た
し
ま
す

。



本土寺

「
本
土
寺
と
あ
じ
さ
い

」

小
金
小
学
校
五
年
　
中
村
真
奈
美
さ
ん

長谷山本土寺は、建治3年(1277 年）、

日蓮上人の弟子日朗を導師に開堂したの

がおこりと伝えられています。

別名「あじさい寺」とも呼ぱれ、6月に

なると境内に植えられた約3万株のあじさ

いの花が咲き誇ります。また。桜・花菖

蒲・紅葉など四季折々の風情が楽しめる

ことでも有名です。

なお、本土寺には数多くの貴重な文化

財が保存され。中でも日蓮筆の諸人御返

事や大学三郎御書、梵鐘は国の重要文化

財に指定されています。

交通:JR 北小金駅北口下車徒歩10分

｢本土寺( 蓮の花と池)｣

小金中学校2年　鷲津麻結さん

市域10キロにおよぶ水と緑の空間

市の西側を10キロにわたり接して流れる江

戸川とその周辺は、水と緑の豊かな憩いの

場所です。

釣りやバードウォッチング・散策のほか。

野球・ジョギング・サッカーなど、それぞ

れがさ まざまな楽しみ方のできる スポット

です。

矢切の渡し舟・矢切

埼玉県大宮市

川村政雄さん・敏江さん

気に入っている撮影ポイントがあり、

紅葉の季節になると毎年写真を撮りに

来ています。

ここの紅葉は素晴しく 、鑑賞するだ

けでもいいですね。

松戸　　麻生良治さん・紘希くん

毎週日曜日になると釣りに来ています。よく釣れるの

、20～3冖ンぐらいのヘラブナ。釣り上げたきの気分

は最高でふ､｡。　　　　　　　　　　 卜

江戸時代の初めから約380 年も続いている矢切の渡

し舟。休日ともなると、大勢の人が風情を求めてやっ

て来ます。

平成8年には、柴又帝釈天界隈とともに、環境庁の

｢残したい日本の音風景100 選｣ に選ばれました。

交通:北総開発鉄道矢切駅下車徒歩35分、または松

戸駅西口から京成バス市川駅行きで｢ 下矢切｣ 下車徒

歩30 分

低地部と台地部の境に長く連なる矢切の斜面林は。松

戸市全体のシンボル的景観です。

戸定が丘
歴史公園

園内にある戸定邸は、明治17年江戸幕

府15代将軍徳川慶喜公の弟である徳川昭

武公の別邸として建てられたもので。庭

園は、県の名勝に指定されています。

戸定歴史館では、昭武公や慶喜公に関

する資料や調度品等を展示公開していま

す。

交通：松戸駅東口下車徒歩10分

埼玉県上尾市

小保方順子さん

シンガポール

アドリアン・

デ ィラヌーバさん

川面を渡る心地よい風を感じて

矢切の斜面緑地とその周辺
………………………………………………4…………………………………………….-,-乖以.,.こ,'濤叺一一一一,--.こ.こｰ.ﾍﾟ丁ー一.丁,.･･.

「
矢
切

の
渡
し

」

新
松
戸
西
小
学
校
四
年
立
石
麻
子

さ
ん

大名の生活空間を体験

市川市

石井康一さん

柏
市

の
大
学

で
行
わ

れ
て
い
た

異
文
化
「
一
ミ
ュ

ニ

ケ

ー
シ
ョ
ン
世

界
大
会

が
無

事
終
わ
り

、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
を
見
て
や
っ
て
来
ま
し
た

。

松
戸
の

市
街
地

に

、
徳
川

家
ゆ

か
り
の

場
所

が

あ

る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た

。

歴
史
の
重
み

を
感
じ
さ
せ

る
場
所
で

す
ね
。

「
野
菊

苑
か
ら
江
戸

川
遠
望
」

第
二

中
学
校
一
年

渋
谷

詩
織
さ
ん

Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｒ

Ｉ

Ｉ

才
鵈

盾
４

皆さんは。ふるさと「まつど」らしさが感じられるお気に入りの場所をお持ちで

すか。

平成7年度に実施した市民意識調査では、市内で好きな場所・人に紹介したい場

所・松戸らしい場所として｡21世紀の森と広場・江戸川など水や緑の豊かな場所

が上位に挙げられています。また、市がめざすべきまちの将来像の一つとして｡「水

とみどりに恵まれた自然の豊かなまち」というイメージが多くの皆さんから寄せら

れました。

今回は、ふるさと「まつど」が感じられる場所上位10 ヵ所を市民意識調査の結果

をもとに、来訪者の声や平成10 年度松戸市小中学生観光絵画展の作品などを交えな

がら紹介します。

また。身近にある水と緑に親しIめる空間をマップ上に盛り込みました。気軽に散

策してみてはいかがでしょうか。

いつ訪ねても憩いと安らぎを与えてくれるような場所を大切にしたいですね。

ふるさとまつど

を感じる場所を訪ねて

市内には、常盤平・八柱・六実・八ヶ

崎・小金原・市立松戸高校前の桜並木、

東漸寺・本土寺・八柱霊園など桜の名所

がたくさんあり、大勢の見物客でにぎわ

います。

松戸は二十世紀梨の原産地。現在の人

気品種の多くは。二十世紀梨を品種改良

して生まれたものです。

8月中旬になると梨のもぎとりができ

る観光梨園がオープンします。

市民意識調査（平成7年度実施）から

Ｑ.市内で好きな場所、人に紹介したい場所、松

戸らしい場所はとこですか。

Ａ｡1位21 世紀の森と広場

２位 江戸川

３位 本土寺

４位 桜・桜並木・桜通り・桜まつり

５位 矢切の渡し舟・矢切

６位 戸定が丘歴史公園

７位 森のホール21

8 位 運動公園

９位 梨・梨園・梨狩りなど

10位 矢切の斜面緑地ゝ･その周辺

左から

岩瀬　 東岡　 心　 さん

胡録台　石井　順之さん

樋野口　龍崎　譲　さん

常
盤
平

さ
く
ら
ま
つ
り

ぽくたちは，第一中学校サ

ッカー部のＯＢです。

初めて梨狩りこ来ました

が。もぎたての梨の味は格別

ですね。

松戸の緑のシンボル

市の中心部に残された貴重な緑を生かして造られた、

広さ50.5£ftの自然尊重型の公園です。

自然・レクリエーション・文化の3つをテーマにした

園内には。緑の情報発信基地となるパークセンター、広

さ5 諄の千駄堀池、農村風景を再現したみどりの里、光

と風の広場・つどいの広場などの多目的広場、水辺の野

鳥を観察できる自然観察舎、郷土の歴史を中心に展示を

行う博物館等があります。

交通：ＪＲ新八柱駅・新京成八柱駅下車徒歩15 分、ま

たは八柱駅南口から新京成バス小金原団地行きで「公園

中央口」下車

松戸新田　　　 中島章好さん・園江さん(後列)

裕美さん・正登くん

子どもが学校の生活科で使うドングリを拾いにやって

来ました。休日には自転車でよく来ます。自然が豊かな

ところが好きです。

市民の文化活動の発信基地

松戸国際高校のクラスメイトです。お弁当を

持ってやって来ました。のんびりおしゃべりで

きる場所ですね。

「
2
1世

紀
の
森
と

広
場

カ
モ
と
遊

ん
だ

思
い

出
」

北
部
小
学
校
一

年

小
林

孝
太
く
ん

森のホール21 は「見る・聴く・学ぶ・創る・集う」をテー

マに、文化の発信基地として、また市民文化活動の場、さまざ

まな芸術活動や鑑賞の場として幅広く利用されています。

1955 席を誇る大ホールをはじめ、小ホール、レセプション

ホール、ビデオ閲覧ブース・ビデオ編集機器が備わった情報セ

ンター､演奏の様子が収録できる森のスタジオなどがあります。

運動公

園

市民スポーツの中心施設

スポーツのオールラウンド・エリア（総合連動公園）として、広

く利用することができます。

運動公園には、観客席が2,000 席ある全天候型の陸上競技場のほ

か、ナイターができる野球場や体育館、屋外プール、武道館などが

あります。

交通：ＪＲ北松戸駅東口 から新京成バス県立松戸高校行きで「運

動公園」下車。または新京成松戸新田駅から徒歩12 分

常
盤
平
双
葉
町

印
西
市

川

嶋

朋

子

さ
ん
（
右
）

山

本
　

歩

さ
ん

「
2
1
世
記
の
森
と
広
場
」

相
模
台
小
学
校
三
年浅

野
利
佳
子
さ
ん

旭町小学校6年3組

左から 田 渕 伸征 くん・笠井 唯一 くん・

本村 雄 太くん・栗原 慶 亘くん・

井川和雄くん・金沢　奨くん

クラスの仲間で､ウォークラリー大会に参加しました。

運動公園には、陸上大会・水泳・サッカー教室などで

来たことがあります。いろいろなスポーツができる公園

ですね。

森のホール21

地域の貴重な自然資源

21世紀の森と広

場
江戸川

梨・梨園

梨狩りなど

桜桜並木

桜通り桜まつり



新春座談会

緑花清流を取り戻すために　　　　　　　　　　Ｊ ●｡，

それぞれの
江戸川

渡
し
は
、
１
月
1
0
日
剛
ま
で
は
毎
日
、
1
1
日
川
か
ら

一
３
月
上
旬
ま
で
は
毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
３
月
上

旬
か
ら
1
1
月
ま
で
は
毎
日
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

可
い
合
わ
せ
先
・
杉
浦

昔
3
6
3
・
9
3
5
7

番
　
　
ｙ

市 長 川 井 敏 久

松戸市には水や緑の資源が多く残されていま

す。市民とともに緑花清流のふるさとづくりを

進めていきます。

一般公募により「ふれあい松戸川」と愛称が決まった流水保全水路。坂川

の水を浄化し、水路を経て栗山浄水場の先で江戸川と合流します。

な
かだい
中 臺 弘 志 さん

松戸市漁業協同組合代表理事組合長

(松戸 在住)

昭和の初めころ、江戸川でくんだ水をお茶に

使うほどおいしかった。子どもたちにできるだ

けきれいな江戸川を残してあげたいですね。

矢切の渡しは下矢切と対岸の柴又を結ぶ江戸川唯一の渡しです。冬にはユリカモメやカモなどが見られます

江
戸
川
は
、
関
宿
町
を
起
点
に
東
京
湾
へ
注
ぐ
全
長
約
六
十
♂
の
都
市

部
を
流
れ
る
河
川
で
す
。
そ
の
う
ち
約
十
。・
は
、
松
戸
市
の
西
側
に
接
し

て
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、
二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
と
と
も
に
市
民
か
ら
愛

さ
れ
て
い
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
。

今
回
は
、
江
戸
川
を
愛
し
関
心
を
寄
せ
る
人
た
ち
を
代
表
し
て
、
四
人

の
方
々
に
江
戸
川
に
つ
い
て
夢
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
緑
花
清
流
を
取
り

戻
す
た
め
の
方
法
を
探
り
ま
す
。

江
戸
川
と
の
関
わ
り

市
長
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
松
戸
市
は
、
近
隣
市
町
に
比
べ
て
河
川

延
長
が
長
く

、
ま
た
、
松
戸
駅
の

西
側
七

百
計
の
と
こ
ろ
に
は
江

戸
川

が
流
れ
て
い

ま
す
。
二
十

一
世
紀
に
向
か
っ
て

、
昨
年

４
月
か
ら
総
合
計

画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が

、
こ

の
よ
う
な

特
徴
を
生

か
し
て

、

新
し
い
「
ふ
る
さ
と
松
戸
」
を
つ
く
リ
上

げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
皆
さ
ん
と
江

戸
川
と
の
関
わ
り

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
臺
　

松
戸
市
漁
業
協
同
組
合
の
代
表
理

事
組
合
長
を
し

て
い
ま
す
。
戦
前
の
松
戸

は
、
漁
業
が
盛
ん
で
し
た
。
「
古
ケ
崎
鮒
」

の
名
で
知
ら
れ
た
フ
ナ
を
は
じ
め
、コ
イ

ー

ア
ユ

ー
シ
ラ
ウ
オ

ー
サ
ヨ
リ

ー
シ
ジ
ミ

な

ど
が
た
く
さ
ん
捕
れ
ま
し
た

。

し
か
し
、
戦

後
の
復
興
や

高
度
経
済
成

長
と
と
も
に
、
川
は
汚
染
さ
れ
、
魚
は
臭

く
て
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。今
は
、
水
の
番
人

の
つ
も
り
で
川
を
見

つ
め
て
い
ま
す

。

流
水
保
全
水
路
が
昨
年
完
成
し
ま
し
た

が

、
そ
れ
を
造
る
際
、
建
設
省
江

戸
川
工

事
事
務
所
の
職

員
が
漁
業
組
合
へ

相
談
に

来
て
く

れ
ま
し
た

。
初
め
の
計
画
で
は

、

浄
化
水
を
地
下
に
埋
設
し
た
鉄
管
に
流
す

計
画
だ

っ
た
の
で
す
が
、「
太
陽
の
下
に
川

を
造
っ
て
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う

鈴 木 重 光 さ ん

江戸川松戸フラワーライン実行委員長

(古 ケ崎在住)

江戸川の川沿いに住んでおり川風に季節を

感じます。昨年は、皆で丹精込めて育てたコス

モス畑が増水で全滅し残念でした。

田 中 利 勝 さん

自然通信社代表
(中 矢 切在勤)

川の多種多様な生き物には、画一でないさま

ざまな自然環境が必要ですO人間も自然の一員。

自然環境を保全し､ 次代に残したいと思います。

川

畑

美

緒

さ
ん

第
十

七

代

日

本

さ

く
ら

の

女

王（
大
金
平
在
住
）

江
戸
川
に
桜
を
植
え
て
、
よ

り
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る

川
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。
ご
み
を
捨
て

に
く
い
環
境

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
し
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
我
々
の
意
見
を

取
ロ
ソ
入
れ
て
く
れ
て
、
今
の
保
全
水
路
の

形
に
な
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
し

て
、
一
般
公
募
に
よ
り
「
ふ
れ
あ
い
松
戸

川
」
と
愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

鈴
木
　

平
成
ワ
年
か
ら
江
戸
川
松
戸
フ
ラ

ワ
ー
ラ
イ
ン
の
整
備
に
関
か
っ
て
い
て
、

現
在
、
江
戸
川
松
戸
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
実

行
委
員
会
の
会

長
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
三
郷
市
か
ら
松
戸
市
へ

の
入
口
と
な
る
上
葛
飾
橋
（
松
戸
三
郷
有

料
橋
）
下
に
花
畑
を
つ
く
る
こ
と

。
石
や

ご
み
を
拾
い
、
草
取
り
を
行
い
、
春
は
レ

ン
ゲ
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
の
花
を
咲
か
せ
、

訪
れ
た

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
約
百
人
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
は
、
二
度
の
江
戸
川
増
水
で

コ
ス
モ
ス
祭
り
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
は
レ
ン
ゲ
が
非
常
に
良
く
育

っ
て
い
ま
す
。
春
に
は
レ
ン
ゲ
の
花
が
満

開
の
中
で
、
レ
ン
ゲ
祭
り
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

田
中
　

江

戸
川
周
辺
の
自
然
や
生
物
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
「
江
戸

川
ま

る
ご
と

図
鑑
」
や
、
自
然
保
護
を
考
え

る
た
め
の
情
報
誌
「
自
然
通
信
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
ま
た

、
水
を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や

、
東
葛
飾
地
域
を
歩

く
自
然
観
察
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

首
都
圏
に
位
置
す
る
松
戸
で
、
ふ
れ
あ

い
松
戸
川
の
よ
う
な
自
然
に
近
い
も
の
が

あ
る
と
い
う
．

ｙ
を
、
市
外
の
人

に
も
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
考
ヽ
万
ｆ
〕
い
ま
す
。

川
畑
　

第
十
七
代
日
本
さ
く
ら
の
女
王
に

昨
年
の
３
月
、
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
く
ら

の
女
王
と
し
て
、
国
内

卜

Ｊ
の
桜
の
行
事

に
参
加
し
て

’

一
す
。
舂
は
桜
祭
り

、
秋

に
は

植
樹
祭
へ
と

、
岩
手
か
ら
鳥
取
や
京

都
ま
で
参
加
し
ま
し
た
が

、
桜
と
川
は
た

い
へ

ん
相
性
が
良
く
、
各
地
の
川
沿
い
に

は
見
事
な
桜
並
木
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
の
時
に
は
坂
川
の
水
質

汚
染
の
問
題
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書

き

ま
し
た
。
例
え
ば
、
桜
を
植
え
て
川
と

親

し
め
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
皆
さ
ん
も
も
っ

と
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
関
心
が

高
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

自
然
の
宝
庫

市
長
　

現
在
の
江

戸
川
を
ど
う
感
じ
ま
す

か
。

田
中
　

川
面
を
見
て
い
る
と
非
常
に
幸
せ

な
気
分
に
な
り
ま
す

。
太
陽
が
真
上
に
あ

る
と

き
と
対
岸
側
に
沈
ん
で
い
く
夕
焼
け

時
と

で
は
川
の
表
情
は
異
な
り
ま
す

。
一

刻
一
刻
、
変
化
し
て
行
く
様
子
を
見
て
い

る
と

、
江
戸
川
も
い
い
川
に
な
っ
た
な
と

思
い
ま
す

。

鈴
木
　
昔

か
ら
「
江
戸
の
川
風
」
と

い
い

よ
す
。
古
ケ
崎
中
学
校
か
ら
主
水
新
田
の

辺
り
の
上

手
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
ザ
ワ

ザ
ワ
と
い
う
音
が
し
ま
す
。
葦
や

茅
が
な

び
い
て
い
る
。
そ
れ
が
自
然
の
音
だ
と

思

い
ま
す
。
朝
、
川
ベ
リ
ヘ
行
っ
た
ら
川

鵜

が

百
数
十
羽

、
羽

ば
た
い

て
い
ま
し
た

。

水
面
す
れ
す

れ
に

。
も
う
壮

観
で
す
よ

。

そ
の
ハ

タ
ハ

タ
と

啓
つ
音
が
三

百
び
く
ら

い
離
れ
て
い
て

も
聞
こ
え

ま
す

。

田
中
　

江
戸
川

全
長
六
十
よ
の
中
で
主
水

新
田
の
浅
瀬
の

辺
り
は
、
川
の

運
動
が
見

ら
れ
る
所
で
す
。
三
郷
側
は
深
く

、
川
の

流
れ
が
早
い
。
松
戸
側
は
浅
く
、
向
こ

う

側
か
ら
こ
ち
ら
側
に
砂
を
吐
き
出
し
て
い

ま
す
。
中
の
島
が
で
き
て
い

る
と
こ

ろ
は

、

江

戸
川
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

危
険
な
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、
い
い
指

導
者
が
い
れ
ば
、
子
ど

も
た
ち
に
と

っ
て

は
格
好
の
勉
強
の
場
だ
と
思
い
ま
す

。
鳥

を
狙
っ
て

、
大
鷹
が
え
さ
を
取
り
に
や
っ

て
来
ま
す

。
赤
ゲ
ラ
と
い

っ
て
キ
ツ
ツ
キ

の
大
き
い
の
も
た
ま
に

来
ま
す
。
生
き
物

た
ち
に
と

っ
て

、
休
憩

場
所
な
ん
で
す

。

市
長
　
将
来
は

、
中
の
島
の
あ
る
辺
り
や

、

矢
切
の
斜
面
緑
地
と
江
戸
川
の
間
の
耕
地

は
、
そ
の
ま
ま
の
田

園
風
景
を
生

か
し
た

自
然
公

園
と
し
た
い
で
す
ね
。
現
在
、「
野

菊
の
こ

み
ち
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
矢
切
の

渡
し
」
の
杉
浦
さ
ん

か

ら
寄
付
さ
れ
た

舟
を
、
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
置
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

川
畑
　
大
学
で
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公

園

の
勉
強
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
公
園
内

に
は

、
自
然
に
詳

し
い
人
が

常
時
い
て
、

自
然
の
楽
し
み
方
を
教
え
て
く
れ
る
そ
う

で
す
。
江
戸
川
で
も
、
そ
う
い
う
人
の
説

明
が
聴
け
る
と
い
い

な
と

思
い
ま
す

。

市
長
　
ふ
れ
あ
い
松
戸
川
に
子
ど
も
が
遊

び
に

来
た
と
き
な
ど

、
そ
こ
に
い

る
小
魚

に
つ
い
て
説
明
が
聴
け
る
と
い
い
で
し
ょ

う
ね
。
　
　

）

田
中
　
そ
う
で
す
ね
子
ど
も
の
勉
強
す

る
意
欲
が
違

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

市
長
　
ト
ン
ボ
の
里
づ
く
り
と
い
っ
て
は

ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
な
の
で
す
が
、
毎
年
、

何
校
か
の
学
校
の
プ
ー
ル
で
生
ま
れ
た

ヤ
ゴ
を
救
出
し
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
松

戸
川
に
放
し
て
や

る
と
い
う
の
は
駄

目
な

の

で
し

ょ
う
か
。

田

中
　
駄
目
で
は

な
い
で
す
が
、
そ

こ
に
元
々
生
息
し

て
い
た

わ
け
で
は

な
い
の

で
、
で
き

れ
ば
学
校
か
家
に

持

っ
て
帰

っ
て

、

ヤ
ゴ
が
羽
化
す
る

瞬
間
を
見
届
け
て

ほ
し
い
。
き
っ
と

素
晴
ら
し
い
感
動

が
得
ら
れ
る
と
思

い
ま
す

。

中
臺
　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
よ

く
坂
川

で
泳

い
だ

も
の
で
す
。

鈴
木
　

私
毛
泳
ぎ
ま
し
た
よ

。
坂
川
よ
り

六

間
川
の
方
が
多
か
っ
た
。

川

畑
　
今
の
坂
川

を
見

る
と

、
想
像
で
き

な
い
で
す
ね

。

市
長
　
私
が
小
学
生
の
こ

ろ
、
坂
川
と
新

坂
川
の
合
流
点
の
根
本
橋
付
近
で
は
、
ち

ょ
っ
と

掘
る
と
シ
ジ
ミ
が
い
っ
ぱ
い
取
れ

て
、
み
そ
汁
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
は

戻
ら
な
い
ま
で
も
、
例
え

ば
川
の
環
境
を
、

昭
和
三
十
年
代
く
ら
い
ま
で
の
状
況
に
戻

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
臺
　

昔
は

、
坂
川
に
沿
っ
て
新
松
戸
か

ら
小
山
の
方
ま
で
ず
っ
と
桜
が
植
え
て
あ

り
ま
し
た
ね
。

鈴
木
　

え
え

、
若
い
こ

ろ
は
坂
川

の
土
手

に
桜
が
見
事
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
終
戦

直
後
に
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、
木
も

古
か
っ
た
の
で
、
全
部
切
り
倒
さ
れ
ま
し

た

。

市

長
　

桜

は
日
本
を
代
表

す
る
花
で
す

。

今

春

、
桜

の
植
樹
を
予

定
し
て
い
ま
す

。

納
屋
河
岸
周
辺
、
江

戸
川

の
堤
防
の
外
側

に

、
三
本
な
い
し
五
本
植
え
る
計
画
で
す

。

千
本
桜
は
無
理
と
し
て
も
、
桜
の
里
親
制

度
な
ど
の
方
法
で
行
っ
て
い
か
た
い
で
す
。

江戸川と並んで流れる流水保全水路（ふれあい松戸川）

自
然
に
親
し
め
る
環
境
づ

市
長
　

「
江
戸
川
が
こ
う
な
っ
た
ら
い
い

な
」
と
い
う
夢
や
希
望
は
あ
り
ま
す
か
。

川

畑
　
荒
川
の
上
流
に
あ
る
神
社
で

、
川

の
音
な
ど
自
然
の
音
を

聞
き
な
が
ら

お
琴

や
尺
八
の
音
を
聴
く
演
奏
会
に
お
招

き
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
川

で

も
川

の
音
を

聞
き
な
が

ら
桜
の
下
で

、

日
本
古
来
の

音
楽
を
聴
い
て
の
ん
び
り
で

き
た
ら
よ
い
な
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
　
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
安
全

面
も
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
両

立
さ
せ

る
の
は
大
変
で
す
ね

。
将
来
ス
ー

パ
ー
堤
防
が
で
き
れ
ば
、
桜
並
木
も
実
現

可
能
で
し
ょ
う
し
、
安
全
も
確
保
さ
れ
て

安
心
で
し
ょ
う
ね
。

田
中
　

お
と
と
し

、
ト
ン
ボ
で
環
境
の
比

較
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
近
隣
六

都
市
と

比
べ
て

、
松
戸
市
が
若
干
悪
か
っ
た

。
人

口
が
多
い
の
で
、
悪
い
の
は
当
然
な
の
で

す
が
。
だ
か
ら
こ
そ

、
せ
っ
か
く
造
ら
れ

た
ふ
れ
あ
い
松
戸
川
や
主
水
新
田
の
周
辺

を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

昔ながらの風景が今も残る中の島

中

の
島

は

、
で

き

れ

ば

今
の

ま

ま

に

保

全
し

て

ほ

し

い

で

す

ね

。
あ

の

辺
り

は

本
当

に

お

金

で

買

う
こ

と

が

で

き

な

い
ほ

ど

素

晴

ら

し

い
風

景

で

す

。
初

め

て
見

る

人

は

、「
都

市
河

川

の
江

戸
川

に
こ

ん

な
所

が

あ

る
の

か
」

と

、ま
ず

び

っ

く
り

す

る
で

し

ょ

う

。

江

戸
川
本
来
の
風

景
を
も
っ
と
知
ら
せ
た

い
で
す
ね

。

中
臺
　
人
間
の
体
の
八
〇
％
は
水
分
で
す
。

大
人
は

、
自
分
で
川
を
汚
し
た
ん
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
け
れ
ど

、
子
ど
も
た

ち
が
そ

の
水
を
飲
ん
で
育
つ
と
い
う
こ
と
に
な

る

と
、
将
来
の
健
康
に
は
決
し
て
い

い
影
響

を
与
え
な
い
だ
ろ
う

と
心
配
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら

も
き
れ
い
な
水
の
流
れ
る
場
所

と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
江

戸

川
に
し
た
い
で
す
ね
。

市
長
　

ふ
れ
あ
い
松
戸
川
は
、
今

後
も
っ

と
原
風
景
に
近
い
よ
う
な
も
の
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
生
物
が
増
え

、
お
そ
ら
く
数

年
後
く
ら
い
に
は
、
自
然
の
象
徴
的
な
も

の
と
し
て
、
ホ
タ
ル
で
も
飛
ぶ
ん
じ
や
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
川
に
水
上
パ

ス
を
走
ら
せ

る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
親
し
ま
れ
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

、
あ
る
い
は
子
ど
も

た
ち
の
教
育
の

場
な
ど
と
し
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
活
用
の
仕
方
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

江

戸
川
が
市
街
地
に
近
く
、
駅
の
そ
ば

に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
立
地
条
件

を
生
か

し
、
大
い
に
活
用
し
て
い
こ

う
と

思
っ
て

い
ま
す
。

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。

江
戸
川
に
桜
の
花
を
咲
か

せ
た
い



クロスワードまつどパズル

二重枠の文字をＡからＧの順に並べると、ある言葉になります。その言葉はなん

でしょうか。平仮名で7文字。小さい「つ・や・ゆ・よ」は大きい［つ・や・ゆ・

よ］と読み替えてください厂正解者には抽選で下記のプレゼントを差し上げます。

（ヒント…表紙の中に隠されています）

～知事を招いて～

ヨコのカギ

１　松戸市と三郷市、葛飾区の境

を流れている川です

４　平安時代に流行した筆と短冊

を使って行う優雅な遊び

７21世紀の森と広場の千駄堀池

では昼の間､1 時間おきに見られ

ます。○○の摩周湖

８　お正月のＯＯＯもち

９　川の土手や田畑のあぜ道で見

かけ、草もちにする野草

10 洪水にならないように新しく

できた人工の川に 利根川と江戸

川を結んでいる坂川０００００

１３ 日本の代表的な秋の花

14洋服地などに使われる雨のよ

うな模様です

1ﾜ 時代劇には○○ものがよ＜登

場します

18 西の反対は？

20 宴会などで意外な面を発見で

きます。素人演芸

21 夏休みの宿題で作りました。

ぶたの○ＯＯＯ箱

22 年賀状で使われる言葉。漢字

にすると2 文字

24その方面の先駆者です。英語

では？

2600 ・現在・未来

28 そう快なときにも 、緊張した

ときにも出ます

29 主水新田にある釣り人に人気

のまごも00

31　下ろし立てはご用心。靴○○

33江戸川などで冬の間見られる

水鳥です。新橋・有明を結ぷ東

京臨海新交通といえば？

34 映画「男はつらいよ」の○○

○○場所にもなった矢切の渡し

１
　

昨

年
３

月

糒
日
ヽ

武

蔵

野
線

に

東

松

戸

○
○

が

オ

ー
プ

ン

し

ま
し

た

２
　

日

標
を

達

成

す

る
の

に

は
欠

か
せ

ま

せ

ん

３
　

元

服
す

る

前

の

昭
武

は

、
水

戸
徳

川
家
の
０
０
０
０
と
し
て
育
て
ら
れ

ま

し

た

４
　

千

葉

県
の

新

名
所

。
東

京

湾
に

浮

か

ぶ

人

工
の

島

５
　

冷

た

く
て

甘

い
Ｏ

Ｏ
Ｏ

ク
リ

ー
ム

６
　

駅
と

駅
を

結

ん

で
い

ま

す

。
Ｏ

Ｏ

○
は

続

く
よ

ど

こ

ま

で

も
～

‥囗
　
江

戸
時
代

、
下

総
台

地

の
小

金
牧

に

は

○

○
が

た

く

さ
ん

い

ま

し

た

1
2
　樹

木

で
作

る
○

○
○

○

は

、

地

震

の
と
き
ブ
ロ
ッ
ク
や
石
の
も
の
よ
り

安

全
と

い

わ
れ

て

い

ま
す

1
3
　イ
ソ

ッ
プ

の

お

は

な
し

で

は

、
太

陽
に
負
け
ま
し
た

巧
　

石
川

県
や

鳥

取

県

で
水

揚

げ

さ

れ

タ
テ
の
カ
ギ

東葛六市長新春に語る

松戸・柏・鎌ケ谷・我孫子‘･流山・野田

の各市長が市政を語ります。

1月２日出午前9 時30 分～10 時55 分

聡　 千葉テレビ(UHF46 チャンネル) …………

歌 舞 伎 は と も だ ち

1月28 囗困 午後6B30 分 開 演

森 のホール21 小 ホ ール

・歌舞 伎衣装の解説と着付けの実演

・歌舞伎舞踊｢釣女｣

(5 組10 人)

お求めの場合は、森のホール21 チケットセ

ンターS384-3331 番〔1月4 日(月)まで休み〕

へお問い合わせください。

プ レ ゼ ン ト

戸定邸グッズ
松戸徳川本手ぬぐいとハンカチ

セット

冂O 人 ）

お求めの場合は、戸定歴史館公362-2050

番０ 月４日㈹まで休み〕へお問い合わせ＜だ

さい。

※Ａ・Ｂ・Ｃ賞にはずれた人の中から抽選で30 人に 、記念品（文具セット）をお送りします。

松戸市観光協会推奨品

御|慶喜 昭武ゆかりの｢ 戸定 邸｣

・焼酎甲類・容量72Oｍl

(10 人)

お求めの場合は､ 松戸市小売酒販売組

合S362-9268 番 凵月３日(日)まで休み〕

へお問い合わせください。

る
も
の
が
有
名
で
す
。
蒸
し
た
り
、
ゆ

て
て
食
べ
ま
す

拓
　
家
々
の
前
や
神
社
・
寺
の
境
内
で

行
わ
れ
ま
す
。
縁
起
の
い
い
も
の

1
8
　通
知
表
は
、
学
業
成
績
な
ど
が
○

Ｏ
Ｏ
Ｏ
さ
れ
て
い
ま
す

1
9
　
の
ど
自
慢
の
Ｏ
Ｏ
Ｏ
員
は
何
人
に

合
格
の
鐘
を
鳴
ら
す
で
し
ょ
う

2
1
　
0
0紙
で
作
っ
た
折
り
づ
る

2
3
　腕
前
を
競
い
、
勝
敗
を
決
め
ま
す

匹
　

洋
食
の
お
皿
を
飾
り
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
が
豊
富
な
野
菜
で
す

巧
　
日
本
の
昔
話
で
は
、
「
イ
ヌ
ー
サ
ル

・
キ
ジ
」
が
Ｏ
Ｏ
Ｏ
に
つ
き
ま
し
た

2
7
　野
鳥
が
○
○
○
に
と
ま
り
ま
す

2
8
　昔
は
、
江
戸
川
で
た
く
さ
ん
捕
れ

ま
し
た
。
塩
焼
き
が
お
い
し
い

3
0
　
昨
夜
と
今
日
の
昼
間
の
中
間
は
？

3
2
　
始
ま
り
は
、
「
起
立
・
Ｏ
Ｏ
・
着

席
」
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